
九州インプラント研究会（KIRG）模擬ケースプレゼンテーションの流れ 

＊公益社団法人日本口腔インプラント学会2021年度ケースプレゼンテーション試験を

参考に、下記の①~⑤の作成・作業を行います。 

 

【作成】 

・ケースプレゼンテーション発表症例の「概要報告書」 

・ケースプレゼンテーション発表症例の「チェックリスト」 

①「概要報告書」「チェックリスト」作成後、KIRG 事務局へ提出（1 月末まで）。 

＊参照：学会HP：https://www.shika-implant.org/certification/case.html よりダウ

ンロードをお願いします。ご連絡いただければ KIRG 事務局から送信いたします。 

②KIRG 所属の指導医の先生方と修正のやり取りを行う（~2022 年 2 月末頃まで） 

③全て指導・修正が終わったら、「概要報告書」「チェックリスト」を KIRG 事務局へデ

ータ送信（~2022 年 2 月末まで）。 

・「ケースプレゼンテーション資料」 

④ケースプレゼン資料を作成し、KIRG 事務局へデータ送信（2022 年 3月中旬まで） 

⑤資料を全てプリントしてポスター発表のような形で行う（発表 5分・質疑応答 20分

程度）もしくは（公社）日本口腔インプラント学会の試験方法と同様に PCで映し出し

てプレゼンを行う 

＊KIRG 学術大会当日：2022 年 3月 27日（日）実施。 

 

①~⑤指導を受けた後、（公社）日本口腔インプラント学会の本試験に申込可能となりま

す。申請は学会HPにて毎年 6月頃に掲示予定です。 

参考資料として、2021 年度ケースプレゼンテーション試験の概要を下記に示します。 

 

【参考資料】＊2021 年度（公社）日本口腔インプラント学会ケースプレゼンテーション試験 

試験時間：25分程度（発表 5分・質疑応答 20分程度） 

＊申込期間：2021 年 6月 28 日~7月 31 日（オンライン・郵送） 

学会試験：2022 年 1月 9日に行われる予定 

（条件） 

・日本国歯科医師免許所持者 

・本会会員歴 2年以上 

・本会指定研修施設での研修歴 2年以上＊所属研修施設は 1カ所のみ 

・本会認定講習会修了者 

・上部構造装着後 2年以上の経過良好症例の提示ができること 

・上記項目とケースプレゼンテーション試験発表症例の概要報告書（チェックリストを

含む）を所属研修施設長の確認とサイン（自著）、捺印を受けた書類を提出できること 

＊確認必須 学会HP：https://www.shika-implant.org/certification/case.html   

ケースプレゼンテーション試験申込方法・用語規則・概要報告書記載例 

https://www.shika-implant.org/certification/case.html
https://www.shika-implant.org/certification/case.html

